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図 1 マーケティングの難しさ 
 






























図 2 消費者理解の壁 






























図 3 IT の進化による壁の克服 































－ 14 － 
 




してもらったり、1 対 1 のインタビューなどをしていたのですが、最近はマーケティング


















図 5 SNS/Community Site の活用(2) 
 
ここで、ある人を軸にしてそのつぶやきをまとめていくと、その人の人となりというの





















また、ID 付き POS やウェブログとかスキャンデータの活用についてですが、アンケー
トでどこのチェーンを使っていますかという調査があります。しかし、そういうのもやは
り忘れてしまうことが多いのです。例えば、コンビニエンスストアを週に何回使いますか
と質問すると、多くの方は週に 1 回から 2 回と答えます。ところがビジネスでは、「だいた














－ 17 － 
3. データの融合による新たな知見 
 
弊社には QPR というデータサービスがあります。QPR は、クイック・パーチェス・レ


























図 6 行動のデータ化／態度と行動の融合 




























































図 7 データ分析の日常化 









商品が出ると、その売れ行きを POS データで確かめることができます。また、ID 付き POS
データによって誰が買っているかというのも分かるようになりました。ところが一番の問

















                                                          
1 http://www.hottolink.co.jp/kakaricho 
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－ 22 － 
進んでもやはり人が必要な理由というのは、使う人がその結果をどう読み込んでいくのか
というところだと思っております。 
最後に私がまとめたいのは、これからマーケティングにデータを使おうとするときにぜ
ひ考えて欲しいのは、システムを入れるときにそのシステムを何に使うんだということで
す。まず、何を知りたいからこのシステムを使うのだという、利用者の主体性が大事になっ
てきますので、その点をご理解してデータのほうを活用していただければと思います。 
  
